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農業を中心に人と地域が支え合い
夢と未来を創る

株式会社兎ッ兎ワイナリー

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「グリーンCPS協議会・東京都市大学 共創シンポジウム」に招待いただきありがとうございます
鳥取県から来ました、兎ッ兎ワイナリーで栽培醸造を担当している野口です。

[一呼吸おいて]

農業を軸に人と地域が支えあい、夢と未来を創るというテーマでお話させていただきます。

本日は短い時間ですが、我々の活動について知っていただければ幸いです。

[少し間を置いて、次に進む準備をしてください]
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事業内容

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
兎ッ兎ワイナリーでは原料の生産から加工、販売までの流れを一貫して行っています。

一次産業いわゆる農業では、原料用ぶどうの生産を中心に取り組んでいます。

二次産業では醸造を中心に自社の原料ぶどうをワインに加工しています

最後に、三次産業として販売や企画があります。
 




企業理念

株式会社兎ッ兎ワイナリー
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
私たちの理念は「ぶどうとワイン造りを通して、人がつながり、夢と未来を創造する」ことです。

ワイナリーとしてただぶどうとワインをつくるだけではなく、それを通じて、多くの人がつながりを作ること。生まれたつながりが地域の未来になることを会社として取り組むことを目指しています



全ての活動は「持続可能」を根幹とする

地域環境保全 地域社会貢献
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
実際に私たちは理念を通して、様々な形で地域と接しています
本日は地域環境保全と地域社会貢献に分けて、
事例をご紹介します




地域環境保全
【背景】
➀地球温暖化により従来の農法・品種では安定的な栽培

が難しくなっている
➁鳥取の環境に適応したぶどう品種が必要
【目標】
➀鳥取の気候に適応する
➁酒質の高いワインになる
【成果】
➀白ワイン用2種類を製品化「宇倍野」「L i n o」
➁地域特性への適応が、結果として美味しさと持続可能性

の両立につながった
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
地域環境保全について
一つ目はオリジナル品種の開発です

地球温暖化が進む中、鳥取の気候に適応した品種を目的に開発しました。

2022年より、宇倍野・Linoとして発売しています



【背景】
➀ワイン熟成に欠かせない定温環境は多くの電力を必要とする
➁「殿ダム監査廊」はワインに適した熟成環境
【目標】
➀地域資源「殿ダム」の有効活用と新たな付加価値創出
➁自然の力を活かし、酒質の高いワインを生み出す
【成果】
➀「殿ダム熟成ワイン」として今秋リリース
➁鳥取の自然と人の知恵が生んだ地域循環型ワイン
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
もう一つご紹介します
昨年秋から始めた殿ダム熟成ワインです
電力を消費しないワインの定温管理をするため、ダムの監査廊でワインの保管・熟成を始めました
今年の秋に
地域資源「殿ダム」を活用した熟成ワイン




【実績】
・セカンドキャリア支援
・醸造の受託
・ボランティア受入

・インターンシップ受入（高校・大学）
・校外学習（小学校・中学校）
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
地域社会貢献として、多様な地域人材がぶどう栽培やワイン醸造への挑戦を支援しています。
セカンドキャリアの支援や、学生インターン等の受入など、老若男女問わない挑戦を応援しています



地域社会貢献

【実績】
・Yogotoマルシェ × 神社の神事

地域の伝統と現代の暮らしをつなぐ交流イベント

・地域と企業の協働関係
災害対策や高齢者の見守りなど地域と共に支えあう

・サステナブルレポートの発行
活動を見える化し、地域や次世代への共有を実践

・とっとりSDGs企業認証
地域循環型のワイナリー経営を評価され認証取得
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、サスティナブル活動とそれに伴う報告、
地域と人との関わり方について、今の社会に合った新たな関係性の構築を模索しています
例えば、麻生地区の神社運営について、マルシェ企画と合同に開催することで
より多くの人に触れてもらうような取り組みを今年一年は実施しました
地域と人がつながる活動




グリーン C P S 協議会との連携で得られたこと

【グリーンC P S協議会の皆様と活動を通して得られたもの】
・W /Sやフォローアップ講座を通じてCO 2排出量を自社で算定できるようになったこと
・サステナビリティ活動に対して様々な気づきが得られたこと
・他ワイナリーと比較した兎ッ兎ワイナリーの特性を明らかにできたこと
・人と地域に直結するG X のモデルとして挑戦を継続

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また行政との連携のなかでGCPS協議会のみなさまと活動をさせてもらえる機会をいただきました。





今後の展開
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「鳥取だからこそできるワイン」を
地域と共に創る

他企業との連携による新エネルギー導入の
可能性を模索する

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今後の展開として、3つのことを考えています
一つ目に、鳥取ならではのワインを確立していくことです
おいしいワインを作ることはもちろんですが、他の地域とは異なるぶどうやワインを作れることが鳥取でワインをつくる理由になると考えています


2つ目に新たなエネルギーの導入です
今まで水路を利用した小水力発電といったエネルギーを専門家の方と検討しました。
そのためには、我々にはない知識や経験が必要です。
せっかくのご縁ですので、ご助言をしたいです
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『発達の特性を活かして こどもの夢と可能性を応援する』
という理念の下、診療・ハビリテーションなどに取り組む
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� 学びをほどく』をテーマに、放課後等デイサービス、
訪問支援などに取り組む

グループ企業

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここまでは兎ッ兎ワイナリーの活動を紹介して参りました
ワイナリーだけではなく、生きる力を支える共に働く仲間がいます。
三社は当地区を拠点にお互いの事業特性を活かしながら連携しています。
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農業を中心とする持続可能な地域社会

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この２企業とともに私たちは世代を超えて人がつながり誰もが挑戦できる
農業を中心とした持続可能な地域社会に向けて活動をしています




おわりに
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ぶどう栽培とワイン造りを通して人をつなぎ、
地域と人の夢と未来を描くことを創業当初から大切
にしてきました。その歩みのすべてが、いま語られ
ている「持続可能」という言葉と重なります。

人とのつながりが大きな可能性となり、地域課題
の解決や新たな挑戦につながるようにこれからも
努めて参ります。



ご清聴ありがとうございました

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
以上で兎ッ兎ワイナリーの紹介を終わります
ご清聴ありがとうございました
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